
『キ ャナ リー ・ロ ウ 』 「道」の世界を探る

上 優二

(は じめ に)

ジ ョ ン ・ス タ イ ンベ ッ ク(JohnSteinbeck)は 、 第 二 次 世 界 大 戦 の さ な か 、

1943年6月 に ニ ュ ー ヨ ー ク 『ヘ ラ ル ド ・ トリ ビ ュ ー ン』 紙 の 特 派 一員 と して ヨー

ロ ッパ 戦 域 を約5ケ 月 間取 材 し、1943年10月 に ニ ュ ー ヨー ク に帰 還 した 。 この

戦 争 体 験 は 辛 く惨 め な も の で 、 肉体 的 に も、 精 神 的 に も彼 に大 きな打 撃 を与 え た

よ う だ 。 彼 は1944年4月12日 付 の カ ー ル トン ・A・ シ ェ フ ィ ー ル ド(Carlton

A.Sheffield)に 宛 て た手 紙 の な か で 、 そ の 頃 の 自分 の 健 康 状 態 に つ い て つ ぎの

よ う に述 べ て い る。

Havingsomestrangesymp七 〇mswhichcontinued,IwenttoadoctorIast

weekandfoundthatbotheardrumshadbeenburstandthatthereare

probablylittlevesiclesburstallovermybody,intheheadandunderthe

skinandinthestomach....Icanhearquitewellnowsothedrumsare

healingorarehealedbuttheothers,thenervousness,dreams,sleepless-

nessetc.havetotaketheirowntime.(268)

実際に鼓膜が破裂 し、後 に手術 もせずに音が聞こえるようになったことに対 し

ていささかの疑念が残 るものの、 この頃ス タインベ ックは先の戦争体験 による ト

ラウマ(精 神 的外 傷)に 苦 しん でい た ようで あ る。 そ うしたさなか、彼 は同年7

月4日 の ウェブス ター ・F・ ス トリー ト(WebsterF.Street)に 宛 て た手紙 で明

らか な よ うに、戦 争 とは無関係なユ ーモ アに富 んだ小説 を書 くことを 目指 した
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(270)。 そ して 、 彼 は 同 年9月27日 に シ ェ フ ィー ル ドに宛 て た 手 紙 の なか で 、 そ

の 小 説 が 完 成 し、 『キ ャナ リー ・ロ ウ』(CanneryRow,1945)と い う書 名 に した

こ と、 ま た こ の 小 説 に は4つ の レベ ル が あ る こ と、 そ して あ らた め て、 こ の 小 説

が 第 二 次 世 界 大 戦 に ひ とつ も言 及 して い ない と述 べ て い る(273)。

物 語 は彼 が 師 と も仰 い だ エ ドワー ド ・F・ リケ ッツ(EdwardF.Ricket七s)を

モ デ ル に した ドッ ク(Doc)、 い わ ゆ る ス タ イ ンベ ッ ク ・ヒ ー ロー を 中軸 に す え、

マ ッ ク とそ の仲 間(Mackandhisfriends)、 食 料 雑 貨 店 の店 主 で あ る 中 国 人 リ

ー ・チ ョ ン(LeeChong)
、 そ して 売 春 宿 の 女 将 で あ る ドー ラ ・ブ ラ ッ ド(Dora

Flood)と そ こ で働 く人 々 、 そ の 他 自殺 す る 人 々 を含 め 、 数 多 くの 人 聞 群 、 ま た

生 物 群 が 登 場 し、 こ の 物 語 世 界 を形 成 し て い る。 語 り手 は全 知 的 な 立 場 に立 ち、

さ ま ざ ま な エ ピ ソー ドを語 り、 生 と死 とが 混 在 す る 玄 妙 で 悠 久 な る世 界 を現 出 す

る 。 こ の 世 界 に は ユ ン グ 心 理 学(Jungianpsychology)や 非 目 的 論 的 思 考

(Non-teleologicalthinking)と と もに 、 ピー タ ー ・リス カ(PeterLisca)が

JohnSteinbeck:NatureandMyth(1978)の な か で 指 摘 して い る よ うに(110-

123)、 道 教(Taoism)の 世 界 観 が 色 濃 く映 し出 され て い る。 ス タ イ ンベ ッ ク と

ドック の モ デ ル と な っ た リケ ッッ とが 完 全 に 同 じ世 界 観 を共 有 して い た わ け で は

な い だ ろ うが 、 二 人 は 共 著 と して、 『コ ル テ ス の 海 』(SeaofCortez,1941)を 出

版 し、 そ の な か で と も に非 目的 論 的 思 考 な ど を展 開 して い る の で 、 二 人 が か な り1

近 似 した 世 界 観 を抱 い て い た こ とは よ く知 られ て い る。 本 論 で は 道 教 的 視 点 に焦

点 を 絞 り、 こ の 作 品 に 描 か れ て い る 世 界 観 を 考 察 し て い く。 因 み に 、 リチ ャ ー

ド ・ア ス トロ(RichardAstro)はJohnSteinbeckandEdwardF.Ricketts:The

Sha]pangofaNovelist(1973)の な か で 、 ス タイ ンベ ッ クが リ ケ ッ ツ と と も に

カ リフ ォ ル ニ ア湾 で 展 開 した哲 学 的前 提 を 『キ ャ ナ リー ・ロ ウ 』 に直 接 的 に応 用

し て い る の で 、 こ の作 品 が い ろ ん な意 味 で 『コ ル テ ス の 海 航 海 日誌 』(TheLog

fromtheSeaofCortez,1951)の 小 説 と して の 続 編 で あ る(159-60)と 指 摘 し

て い る 。 な お 、 本 論 が 前 述 した4つ の レベ ル の う ち、 どの よ う な レベ ル に まで 到

達 して い る の か 筆 者 に は 判 断 で きな い が 、 こ の 作 品 が 単 な るユ ー モ ア小 説 で は な

い こ と は確 か で あ る。 け だ し、 「蟹 は 甲羅 に似 せ て 穴 を掘 る」 と言 わ れ て い る よ
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うに、読み手 もまた語 り手の語 る物語世界 に自分の姿 を投影 し、

を再構築 してい くしかない。

自分の物語世界

(一)

ス タイ ンベ ック は 『創 作 日記 「エ デ ンの東」 ノー ト』(JournalofaNovel:

TheEastofEdenLetters,1969)の なか で、プ ラ トン(Plato)、 釈迦(Buddha)、

イエ ス(Jesus)等 と ともに、老 子(Tao-Tze)を 偉 人 の一 人 と してそ の名 をあ

げ てい る(115)。 老 子 とい う人物 につ い て は諸説 あ り、明 らかで はないが、彼

は中国の戦国時代に戦乱の世 を避けて村落 に住み、間断のない闘争 と殺繊 を回避

す る原理 として 「無為 自然」、 「少欲知足」 を説 き、『老子』の形成に深 く関わっ

た人物であると言われている。福永光司の 『老子』に よる と、老子の哲学の根本

は 『有限の存在 である人問が、悠久無 限な実在であるこの"道"に 根 源 的な 目覚

め を もち、その形 な き形 をじっ と見す え、その声 なき声 にじっと耳をす ます とき、

己れが本来 どの ような存在 であ り、何 を為 してゆけばいいのか、人間が本当の意

味で生 きるとい うことは、いったい どのようなことであるのかが明 らかになると

教 える』(4)こ とで あ る とい う。 そ して、老 子 はその 「道」がいか なる実在 なの

かさまざまな言葉で説明するが、人間の言葉では説明で きない とい う立場に立つ。

しか し、老子 はその 「道」 を 『あるいは詩的表現 で、あるいは象徴 的 ・比喩的な

言葉で、 もしくは逆説的 ・否定的な言い方でさまざまに説明する』(福 永4)。 た

とえば 「形 な き形 、声 な き声」、「根源的に一つであ るもの」、「あるが ままの もの」、

「万物 を生み出す この世界の母」(福 永4)と い った表 現 な どが これ にあ た る。興

味深い ことに、 こうした道教 の世界 は、 『キャナ リー ・ロウ』の物語世界、つ ま

りパ ラ ドックスやメ タファーや象徴性 に満 ちた混沌 した世界 と底通 している。た

とえば、語 り手はこの物語世界 の冒頭部分 において以下の ように語 っている。

Thewordisasymbolandadelightwhichsucksupmenandscenes,

trees,plants,factories,andPekinese.ThentheThingbecomestheWord

andbacktoThingagain,butwarpedandwovenintoafantasticpattern.
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TheWordsucksupCanneryRow,digestsitandspewsitout,andthe

Rowhastakentheshimmerofthegreenworldandthesky-reflecting

seas.{14)

冒頭に 「言葉 は象徴である」 とあるが、語 り手は言葉 によってこの作品の物語

世界 を創造 し、そのなかに人間、動植物、そ して景色 などあ らゆるものを取 り込

んで、そ して数多 くの象徴 を織 り込んでい く。言葉は象徴であ り、象徴 は言葉に

よって創 出 されるのであ る。そ して、 「キャナ リー ・ロウ」はあ らゆるもの を包

含する小 ・中世界の象徴 とな り、大世界の象徴 となる海の微光をおびて くる。そ

の物語世界 は混沌 とし、パ ラ ドックスやメタファーに満 ち幻想的な模様 を織 りな

して、道教の世界 に近似 して くる。

老子は 「人間的な有為のなかで作 られた世俗的な価値観 を顛倒 させ る。彼 は世

俗の人々が絶対 とみ るものを相対 とみ、上徳 とするものを下徳 とみ、善 とす るも

のを不善 とみる。世俗 の人々は富 と貴 とを無上の価値 とし、人知人欲の限 りを尽

くしてそれを争 い求めるが、彼 は争 わないことを 『上善』(至 高 の価値)と す る

か ら 『足 る を知 る』 こ とを富 とし、 『辱 を守 る』ことを貴 とする」(福 永16)と

い う立場 に立 っ てい る。 こ う した生 き方は、 『キ ャナリー ・ロウ』のなかでは、

マ ックとその仲 間たちをは じめ とす るその住民たちの生 き方 と二重写 しとなる。

まず語 り手 は作品の冒頭で世俗 的な価値観 を顛倒 させて、 「キャナ リー ・ロウ」

の住民 たちについて、次のようにのべている。

Itsinhabitantsare,asthemanoncesaid,"whores,pimps,gamblers,and

sonsofbitches,"bywhichhemeantEverybody.Hadthemanlooked

throughanotherpeepholehemighthavesaid,"Saintsandangelsand

martyrsandholymen,"andhewouldhavemeantthesamething.(1)

このように、語 り手は、社会の片隅に置かれて軽蔑されがちな人々が別の視点か

ら見れば、実は尊敬すべ き人々であるかもしれないとし、世俗的な価値観を顛倒
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して み せ る。 語 り手 は 道 教 と同 じ よ う に世 俗 的 な価 値 観 を顛 倒 させ る た め に 、 し

ば しばパ ラ ドク シ カ ル な表 現 を用 い な が らパ ラ ドク シ カ ル な物 語 世 界 を語 っ て い

る の で あ る。 興 味 深 い こ と に、 こ う した 道 教 的世 界 観 は、 あ る事 象 を 一 義 的 に定

義 す る こ と を拒 否 す る とい う ポ ス トモ ダ ニ ズ ム の視 点 と通 底 す る結 果 と な っ て い

る。

語 り手 は第 二 章 に お い て も、 社 会 的 成 功 や 物 質欲 に捕 らわ れ た 人 々 が マ ッ クや

そ の 仲 問 た ち を"no-goods,come一 七〇-bad-ends,blo七s-on一 七he-town,thieves,ras-

cals,bums"(15)と 呼 ん で い る が 、 実 は彼 ら こ そ"theBeau七ies,theVirtues,

Graces"(15)と 賞 賛 して み せ る。 とい うの も、 彼 らが 基 本 的 に は社 会 的 成 功 や

物 質 的 欲 望 か ら解 放 され 、 道 教 の 説 く 「少 欲 知 足 」、 「無 為 自然 」 の 教 え に か な っ

た生 き方 を して い る か らで あ る 。そ して、語 り手 は 「自然 に ま し ます わ れ らの 父 」

(OurFatherwhoartinnature)が マ ッ ク とそ の仲 間 た ち に 圧 倒 的 な愛 を抱 い

て い る に違 い な い と断 言 して い る(15)。 そ の 上 で 、 語 り手 は社 会 的 成 功 や物 質

的欲 望 に捕 らわ れ た 人 ・々に対 して は 、"WhatcanitproHta皿antogainthe

whoseworldandtocometohispropertywithagastriculcer,ablown

prosta七e,andbifocals?"(15)と 警 告 をす る。 因 み に 、 この 警 告 は 『老 子 』 の つ

ぎの 警 告 と軌 を一 に して い る こ とは偶 然 の 一 致 だ とは 思 えな い 。

名與身敦親。身,與貨敦多。得與亡執病。

是故甚愛必大費。多藏必厚亡。

〈書下し文〉
な み いず か いず まさ とく ぼう いず うれ こ

名 と身と敦れか親しき、身と貨 と敦れか多れる、得と亡と敦れか病いある。是の
つい ぞう うしな

故に甚だ愛すれば必ず大いに費え、多 く蔵すれば必ず厚 く亡う。(福永298)

ドックもまたマ ックとその仲 間を 「本物の哲学者」 であると強調 したのち、彼

らの 「少欲知足」の生 き方について、

"Ithi
nktheysurviveinthisparticularworldbetterthanotherpeople.In
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atimewhenpeopletearthemselvestopieceswithambitionandnervous-

nessandcovetousness,theyarerelaxed.Allofourso-calledsuccessful

menaresickmen,withbadstomachs,andbadsouls,butMackandthe

boysarehealthyandcuriouslyclean."{149)

と述べ ている。すなわち、マ ックとその仲間たちは、世 間の人 々が野心や欲望で

健康 をそこね魂 を汚 しているなかで、道教の説 く 「無為 自然」、「少欲知足」の教

えに則 った生活 を営み、それゆえに魂 も汚れることはないのである。 また、欲望

に捕 らわれて身を引 き裂 くこともないので、一見すると生存競争の舞台 となる社

会にあって敗残者に見 えるが、実は争いを回避 し満 ち足 りた生活 を送 るゆえに、

他 の人々よりも生存す る能力が高い とい うパ ラ ドクシカルな物語世界が浮かび上

がって くる。ただ し、マ ックたちは、完全に欲望か ら解放され、社会的価値をす

べ て否定す るような生活を送 っているわけではない。たとえば、 ドックのために

開 くとい うパーティも実は自分 たちが酒を飲 んで楽 しみたい とい う欲求 も少 なか

らず見 られる。 しか し、道教 もすべ ての欲望 を否定するものではな く、あ くまで

も 「少欲知足」の生活 を理想 とす る。繰 り返す ことになるが、マ ックとその仲問

たちは、基本的 には 「無為 自然」、「少欲知足」 という道教の教 えに則 った生活 を

送っているのである。スタインベ ックは先の戦争体験 を通 し、肥大化 した欲望や

野心 の行 き着 く先が戦争であるという老子の思想 に惹かれ、ゆえにマ ックとその

仲 間たちの 「無為 自然」、「少欲知足」の暮 らしぶ りに強い共感 を抱 き、 この物語

世界 を構築 していったにちがいない。

(二)

リー ・チ ョンは食料 雑貨 店 を経営 し利潤 を追求 しなければならないので、マ ッ

ク とその仲間たちと同 じように 「無為 自然」 の生活 をしているわけではない。 し

かし、その生活 は簡素で欲望に捕 らわれたものではない。す なわち、彼 は老子 の

教え と利潤の追求 とのバ ランス をうまく保ちなが ら暮 らしているのである。語 り

手はその リー ・チ ョンの暮 らしぶ りを以下の ように語っている。
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LeeChongismorethanaChinesegrocer.Hemustbe.Perhapsheisevil

balancedandheldsuspendedbygood‐anAsiaticplanetheldtoitsorbit

bythepullofLaoTzeandheldaway」FromLaoTzebythecen七rifugality

ofabacusandcashregister-一 一一LeeChongsuspended,spinning,whirling

amonggroceriesandghosts.{14}

り一 ・チ ョ ンは暴 利 を貧 る こ とは ない が 、 彼 か らモ ン トレー 随 一 の借 金 を して

い た ホ レス ・アベ ヴ ィル(且oraceAbbeville)を 結 果 的 に 自殺 に 追 い や る こ とに

な る。 しか し、 リー ・チ ョ ンは ア ベ ヴ ィル の 葬 式 を 引 き受 け、 残 され た家 族 に食

料 品 を 届 け た り し て い る 。 ロ バ ー ト ・S・ ヒ ュ ー ジ ・ジ ュ ニ ア(RobertS.

且ughes,Jr.)は そ の 論 文"`SomePhilosophersintheSun':Steinbeck's

CanneryRow"の なか で 、 そ ん な リー ・チ ョ ンの 生 き方 を を以 下 の よ う に 的確 に

指 摘 して い る。

GrocerLeeChong,havinginheritedthewisdomofChinaandtheprag-

matismofAmerica,putspeoplebeforeprofitsandstillmanagestoba1-

ancehisaccounts.(120}

、

リー ・チ ョンは、確 かに道教 の教 えと利潤の追求 とのバ ランスをうま くとって

はいるが、生 きてい くために利潤 を追求することで、他人を自殺 に追いやって し

まうとい う現実か らは逃れることはで きない。 こうした現実は何 もリー ・チ ョン

に限 られたものではない。語 り手は、そ うした現実の世界 を 「大 きな潮溜 ま り」

(theGreatTidePoo1)の なか に見 出 し、 すべ て の生 き物 が生 と死、善 と悪 とが

混在する玄妙で悠久なる世界のなかで生 きていることを示唆 している。そ して語

り手 は ドックを通 してその 「潮溜 まり」 とい う小世界 か ら 「キャナ リー ・ロウ」

とい う中世界へ、果 ては時空を超 えた大宇宙 まで を展望す る。 まずは、 「潮溜 ま

り」が生存競争 によって くりひろげ られ る生 と死 と再生のお りなす世界であるこ

とを確認 したい。
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Thesmellsoflifeandrichness,ofdeathanddigestion,ofdecayandbirth,

burdentheair.(32)

マ イ ク ル ・J・ メ イ ヤ ー(MichaelJ.Meyer)は そ の 論 文"S七einbeck's

CanneryRow"(1993)の な か で 、"Thepoolreflectstheinterrelationofoppo-

saesespeciallytheoppositesofIifeanddeath."(57)と 述 べ た う え で 、 「潮 溜

ま り」 の 様 相 を 次 の よ う に 述 べ て い る 。

Thepoolalsode血onstratesparasiticaswellascommensalrelationships,

mirroringthefactthathuma皿soccasionallypreyonotherhumansand

atothertimeslongtoliveinmutualbenevolence,understanding;and

acceptance.(57)

「潮溜 まり」は、人 間を含めて生物全体 が置かれている環境、あるいは生態学

的様相 を読者 に提示 している。その物語世界 は生存競争、寄生、共生、再生の混

沌 した様相 を示 している。そ して、 ドックは、その混沌 とした物語世界 をあるが

ままに受け入れ、その 「潮溜 ま り」 の生命現象 を通 して、そこから宇宙の果てへ

と向かう全体論(wholism)へ と飛翔 してい く。 と りわけ、 ドックが 「潮溜ま り」

で 自殺 した もの と思われ る美少女 の死体 に遭遇 し、 「ブ レイキ ング ・スルー」

(breaking-through)を 経、験 す る場 面 は きわ めて 印象 的である。ルイス ・オウエ

ンズ(LouisOyvens)は 、Jc)hnSteinbeck'sRe-▽isionofAmerica(1985)の な

か で、 ドックが美少 女 の死 を媒介にブレイキング ・スルーを経験 していることを

明確 に読み取 り以下 のように指摘 している。

Withtheappearanceofthedrownedgirl,more"refuseofthesea,"the

tide-poolmetaphorsuddenlyopensoutwardtoengulfallreality,andDoc

experienceshisvisionofthe"whole"‐he"breaksthrough."{1$7)
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ドックはこの経験で、『コルテスの海航海 日誌』にみ られる 「万物がひ とつ に

つなが っている とい う深遠 な感情」(217)を 抱 い た もの と思 わ れ る。 ス タイ ン

ベ ックとリケ ッツは 『コルテスの海航海 日誌』のなかで、 こうした深遠 な感情 は

イエス(aJesus)、 聖 アウ グス テ ィヌス(aSt.Augustine)、 聖 フラ ンチ ェス コ

(aS七.Flrancis)、 ロ ジ ャー ・ベ ー コ ン(aRogerBacon)、 チ ャール ズ ・ダー ウ

ィ ン(aCharlesDarwin)、 そ して ア イ ンシュ タイ ン(al1Einstein)の ような

人 々が 共有 した もので あ る(217)と 述べ て い る。 この 「万 物 が ひ とつの ものに

つ なが っている」 とい う思想は道教の以下の ような世界観 と通底 している。す な

わち、道教 では 「道すなわち真 実性の世界 においては万物 は根源的に一つであ り、

平等である」(福 永13)と 説 くので あ る。

さて、 ドックの研 究所は 「潮溜 ま り」の小世界 よろ しく、あ りとあ らゆるもの

が混沌 と混在 している様相 を呈 している。 まず、研究所 では、海綿、イソギンチ

ャク、 ヒ トデ、二枚貝、 フジツボ、昆虫、 カタツム リ、クモ、ガラガラヘ ビ、 ネ

ズ ミ等々数おお くの美 しい生 き物が売 られている。 さらに、学習用のサメの標本

もあれば、小 さな人間の胎児 まである。それか らさまざまな研究所 の装i置や道具

に くわえ、 あ らゆる種 類 の書物、辞書類、百科事典、詩、戯 曲などもある。そ し

て、大 きな蓄音機 に何百枚 というレコー ドがあ り、 さまざまな絵画の複製が壁 に

貼 ら牽 て い る 。 そ し て 、 語 り手 は 、"He[Doc]becamethefbuntainofphiloso-

phyandscienceandark."(28)と 述 べ 、 あ るい は"Helivedinavcrorldofwon-

ders,ofexcitement."(29)と 語 り、 ドッ ク を ま さ に 「キ ャ ナ リー ・ロ ウ」 とい

う世 界 の 中心 的 な存 在 と し て描 い て い る。

奇 妙 な こ と に、 そ う した ドッ ク に も ひ とつ だ け 恐 れ る こ とが あ る とい う。 語 り

手 は ドッ クが 、 「潮 溜 ま り」 で は 海 水 の な か に胸 ま で浸 か っ て も平 気 だ け れ ど も、

頭 の 上 に雨 が 一 滴 で も落 ち る とパ ニ ッ ク状 態 に な る と述 べ て い る(28>。 語 り手

は こ う した 表 現 で どの よ う な イ メ ー ジ を読 者 に伝 え よ う と して い る の だ ろ うか 。

不 可 解 と言 え ば 不 可 解 で あ る。 しか し筆 者 は、 この 雨 の 滴 りは キ リス ト教 の洗 礼

を イ メ ー ジ した もの で あ る と推 察 す る 。 す な わ ち 、 ド ック は 一 つ の 考 え に 固執 す

る こ と を拒 否 す る 道教 的 世 界 に住 み つ い て い る の で 、.一つ の 宗 教 、 宗 派 、 す な わ
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ち固定 された考え方に囚われることを拒否 しているもの と考 えられる。実際、語

り手は ドックの住みつ く世界にさまざまな宗教的要素、哲学的要素 を織 り込んで

いる。す なわち、 ドックはある時はキ リス ト教 のグレゴリオ音楽の世界 を愛 し、

ある時はサ ンスクリッドの好情詩 「黒いマ リゴール ド」 の世界 に憧れ、そ してエ

ジプ トの 「死者 の書」 を座右の書 として、そ して道教の詩人 と言われている李 白

の世界 に傾倒する。 また、 ドックが 「自然 にまします神」 とい う表現 を用いてい

る ことは 「自然神」 の要素 もこの物語世界に包含 されて くる。 そ して何 よ りも

「潮溜ま り」のなかで美 しい少女の死 を媒介 に、「全体」へ と 「ブレイキング ・ス

ルー」 してい く先の ドックの経験が きわめて重要である。 ここでユ ング心理学の

視点 に立てば、 ドックは人類が共有す る 「集合 的無意識」へ と分け入 り、人類が

太古の昔 よ り信仰 したさまざまな神々を包含 した 「全体」 と出会っていると言っ

て もよいだろう。そ して、その 「全体」 とは前述 したように、道教の 「道」の世

界 と合 い通 じる世界である。

(三)

『キ ャナ リー ・ロ ウ』 に は、 さまざまなエピソー ドがパ ッチワークのように織

り込 まれていて、それが混沌 とした 「潮溜 まり」の様相 と重な りあっている。そ

うしたエ ピソー ドのひ とつ に不思議な老中国人が登場 して くる(因 み に、 老子 と

い う名前 は中 国名 の老いた男 とい う意味である)。 あ る人 はそ の老 中 国人 を神 と

考 え、 また年寄 りたちは彼のことを死 と考えた という。そ して、彼のまわ りには

いつ も雲の ような恐怖が漂 っていた と語 り手 は述べ ている。あ る日、 ア ンデ ィ

(A.xa.dy)少年が勇気 を奮 い起 こ しこの老 中 国人 をか らかってはや したてたところ、

老中国人が立 ち止 ま りふ り返 ったとい う。そ して、その くぼんだ茶色の 目がアン

デ ィ少年 を見つめた ところ、その目は大 きく広が り、老中国人の姿は消 えて、透

明に光 る茶色の 目になった とい うのである。そ してアンディ少年がその透明に光

る茶色の ドアをのぞ くと、そのなかに寂 しい田舎の景色が見 えてきたのだ。その

平坦な景色は何 キロもつづ き、その果てに牛の頭や犬の頭や天幕やキノコのよう

な形を した奇妙な山脈がそびえていた という。そ して、アンデ ィ少年が泣 き出す
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場面が次のように語 られている。

Andtheloneliness‐thedesolatecoldalonenessofthelandscapemade

Andywhimperbecausetherewasn'tanybodyatallintheworldandhe

wasleft.(24}

ア ンデ ィ少 年 が 老 中 国 人 の 目の な か に 見 た、 こ の 荒 涼 と した景 色 は 、 い っ た い

何 を物 語 って い るの だ ろ うか?あ ま りに唐 突 で 読 者 に よ っ て は 幾 分 戸 惑 い を覚

え て し ま う か も しれ な い 。 筆 者 は 、 オ ウ オ ウ エ ンズ の"The`desolatecold

aloneness'intheChinaman'seyesisaprojectionoftheboy'sownunconscious

awarenessofdeathandoftheinexorablealonenessrepresentedbytheideaof

death."(181)と い う解 釈 を 支 持 した い 。 と同 時 に 、 筆 者 は こ の 荒 涼 した風 景 が

道 教 の 説 く以 下 の よ う な 「道 」 の世 界 を も暗 示 して い る もの と推 察 す る。

致虚極。守静篤。萬物拉作。吾以観復。夫物芸芸。各蹄其根。蹄根 日静。是謂復

命。復命 日常。知常日明。

〈書下 し文〉
きょ いた きわ せい あつ なら おこ かえ み

虚を致す こと極 まり、静を守 ること篤 く、万物並 び作れ ども、吾れ以て復 るを観
そ もの うんうん おの こん せい い こ めい

る。夫れ物 は芸芸たるも、各おの其の根 に帰 る。根 に帰るを静 と日い、是れを命
かえ い つね い めい い

に復 ると謂 う。命 に復 るを常 と日い、常 を知 るを明 と日う。(福 永128)

この よ うに 「道 」の世界 におい ては、万物 は 「道」の働 きによって生み出され、

この眼前の世界 に生動す るが、草木が根か ら生 まれて根 に帰 るように、すべ て

「道」の根源的 な静寂のなか に帰 ってい く。そ して 「無為 自然」の道 を体得 した

聖人 は、 こうした世界 にあっては生 と死の区別 はな く、死 は恐れるものではない

という絶対の智恵に目覚めているとい う。静寂 なる死の世界 に帰 ることは永遠不

滅の世界 に立ち入 るこ とであると理解 し、安 らかにその世界 を垣 間見 ることがで

きるか らだろう。 しか し、 アンディ少年 はその境地 には至 ってお らず、やは り死

r



の孤 独 な世 界 を垣 間見 る こ とで恐 怖 を 覚 え泣 き出 して し ま う こ とに な る。 お そ ら

く、 「ブ レ イ キ ング ・ス ル ー 」 を経 験 し た ドッ ク な らば 、 そ の 「道 」 の 世 界 か ら

目 をそ む け る こ と は な い だ ろ う。

さ て 、 ジ ャ ク ソ ン ・J・ ベ ン ソ ン は 、Steinbeck'sCanneryRow:A

Reconsideration(1991)の な か で 、 ドッ クが グ レ ゴ リオ 音 楽 を 聞 きサ ンス ク リ

ッ トの野 情 詩 「黒 い マ リ ゴ ー ル ド」 を音 読 して い る時 に 「潮 溜 ま り」で の 「ブ レイ

キ ン グ ・ス ル ー 」 を再 び経 験 して い る こ と を指 摘 して い る(20)。 興 味 深 い こ と

に、 そ の 「黒 い マ リ ゴー ル ド」 を精 読 して い く と、 次 の 一 節 に ドッ クの 「潮 溜 ま

り」 で の 「ブ レイ キ ン グ ・ス ル ー」 の体 験 の 内 容 が 暗 示 され て い る こ とが うか が

わ れ る。

Justforasmallandaforgottentime/Yhavehadfullinmyeyesfromoff

mygirl/Thewhitestpouringofeternallight‐{208}

ドックはこのよ うに美少女の死、 あるいは音楽や詩 とい った芸術 を通 して、

「永遠 なる光の純 白な流出」 を見出 し、根源的世界あるいは道教的な世界 にいざ

なわれているのである。

さ て、 こ の物 語 は 、 ガ ラ ガ ラヘ ビが 虚 空 を凝 視 す る と い う奇 妙 な場 面 で そ の幕

を お ろす こ と に な る 。 こ れ も不 可 解 と言 え ば 不 可 解 で あ る。 語 り手 は、 な に ゆ え

に最 終 場 面 に こ の ガ ラ ガ ラヘ ビ を登 場 させ る こ と に した の だ ろ うか?ロ イ ・シ

モ ンズ(RoySimmonds)はJohnSteinbeck:TheWarYears,1939-1945(1996)

の な か で 、"....thegopher,therats,andtherattlesnake,canbeseenassym-

bolsforhumanloneliness,..."(233)と 述 ベ ガ ラ ガ ラヘ ビが 人 間 の孤 独 の シ ン

ボ ル で あ る と捉 え て い る が 、 筆 者 は これ に加 え て 、 も う一 つ の シ ンボ ル を 読 み 取

りた い 。

『イ メ ー ジ ・シ ンボ ル事 典 』 に よ る と、snakeはserpentと 大 きさ の違 い は あ る

もの の 文 献 上 ほ ぼ 同 じ もの と して扱 わ れ て きた とい う。 そ して ヘ ビが す べ て の原
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初 の力 を表すので、他の古代の基本的なシンボル と同様に、曖昧性 をもつ とい う

(562)。 また、ヘ ビは 「邪 悪 な性格 」 の シンボル となる(564)一 方 で、 「悠 久、

豊饒、再生 」の シ ンボル とも見なされる(563)と い う。語 り手 は 自分 の物 語 世界

で 自殺する人々をはじめ、数多 くの死を語 って きたが、 このガラガラヘ ビを最終

場面に登場 させることで、 この世界の邪悪な特質 とともに 「悠久、豊饒、そ して

再生」のイメージを読者 に強 く印象づけることを目指 したものと推察 され る。 ま

さに 「潮溜 まり」が象徴する物語世界 である。

ドックはさまざまな死 を凝視 し、あるいは混沌 した世界をあ るが ままに捉 え、

野望や欲望に囚われることもな く、 また孤独 な生活 を送 りなが ら、音楽や詩や絵

画などの芸術の世界 に生の拠 り所 を見出 して生 きているのである。そ して、利他

の精神 に立 ち、 自分ので きる範囲で精一・杯、「キャナ リー ・ロウ」の人々のため

に尽 くしている。 ドックは 『怒 りのぶ どう』(The(grapesofWrath,1939)の ジ

ム ・ケイ シー(JimCasy)の ように ドラス テ ィ ックな生 を生 きることはないが、

利他的な生 き方をす るとい う点ではケイシー とつながっている。ケイシーが動の

スタインベ ック ・ヒローだ とすれば、 ドックは静のスタイ ンベ ック ・ヒー ローで

あると言 うことがで きるだろう。

(結び にか えて)

老子 が描 く理 想社会 は原始社 会 に近い部落共同体 で、知識や技術 にあま り価値

を見出さず、文明の利器 をうとみ、外部の社会 と隔離 された、いわば 「桃源郷」

ような世界 であるとい う。人々はそこで 「無為 自然」、「少欲知足」 の生活 をお く

ることを旨とする。欲望は知識や技術 の蓄積 を促 し、文明を発達 させ るが、お互

いの利害のために争いを生み出す ことになる。知識や技術 は確 かに文明の利器を

生み出す ことで、人間の労働 を減 らし、その生活 を安楽にするけれ ども、その反

面、武器つ まり争 う相手 を殺す道具 をも生み出すことになる。老子が最 も恐れた

ことは、人間が欲望 にとらわれ、対立 と闘争 にあけ くれ安 らかな生活 を失って し

まうことである。 リスカはこうした道教 の特質 を的確 に捉 え、"Taoismrejects

thedesireformateriaigoods,fame,power,andeventheholdingoffixedor
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strongopinions-allofwhichleadtoviolence."(118)と 述べ て い る。 こう し

た道教 の特 質 は、まさに ドックが理想 とする生 き様、人生観、そ して世界観 と符

合 しているのである。

スタインベ ックは第二次世界大戦の戦争体験 を通 し、肥大化 した欲望や野心の

行 き着 く先が戦争であるとす る、 こうした老子の思想 に強い共感 を覚 えたにちが

いない。 また先の戦争体験で、いかなる戦争 において も、勝者 も敗者 もともに傷

つ き、真 の勝者 などは存在 しない とい うことを痛感 したのではないだろうか。そ

して、善のなか にも悪の要素がか ならず存在 し、 これが正義の戦争 と一義的に断

言す ることを拒否する道教的な立場、あるいはポス トモ ダニズムの立場 もこの作

品には色濃 く反映されている。

けだ し、彼 は戦争 と無関係 な作 品を目指 して 『キャナ リー ・ロウ』の創作 にあ

たっているが、意識化 されず とも 「少欲知足」、「無為 自然」 という老子の思想 に

悲惨 な戦争 を回避するための一つの道を求めたのではないだろうか。
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